
主担当 評価の観点 達成度判断基準
児童の
評価

保護者の
評価

地域の方の評
価

教員の
評価

達成度
（判定）

後期の方向性
（改善計画等）

学校運営協議会委員に
よる意見

授業において「自ら
考えるための手立
て」や「学び合うため
の工夫」を意識して
指導している。

教職員アンケートで８０％
以上

100% Ａ

・相互参観や研究
授業、週案の取組
を通して、職員全
員で共通実践を進
めてきた。今後も
継続していく。

自分の考えを友達に
伝えることができる。

児童アンケートで８０％以
上 81% Ａ

・学年差はあるものの、
相手に考えを伝えようと
する意識は高い。今後も
児童のよい姿を広めてい
く。

イ ★タイムマネジメン
トを意識し，「振り
返り」や「適用問
題」の時間を確保
する。

授業において，「振り
返り」や「適用問題」
の時間を確保してい
る。

教職員アンケートで８０％
以上

100% Ａ

・教科や内容によっては
振り返りや適用問題の時
間の確保ができないこと
があった。授業後半の充
実のためにも、導入は短
く学び合いや振り返り等
の時間を確実に取れるよ
うにしていく。

G
I
G
A

担
当

ウ より主体的な学習
となるために１人１
台端末を効果的に
活用したICT教育
の実践推進

１人１台端末を活用
した授業を計画的に
行っている。

１人１台端末を活用した
授業を週に１～２回行っ
ている

89% Ｂ

・ＧＩＧＡ推進リーダーを中
心とした校内研修の充実
により、授業における1人
１台端末の活用が促進さ
れた。今後も効果的な端
末活用法を共有してい
く。

エ 家庭学習の習慣づ
けを図る。（１０分
×学年）

学年に応じた家庭学
習の仕方が定着し，
進んで取り組んでい
る。

１０分×学年の時間をク
リアした割合が９０％以
上
児童・保護者アンケート
「自分で計画を立ててい
る」で８０％

91% 85% 95% Ａ

・「進んで学習する」こと
に課題が見られる。家庭
学習の大切さを児童や
保護者に周知することや
児童の取組内容の価値
づけ等をさらに行ってい
く。

オ 読書に親しむ習慣
化を図る。

朝読書や学年に応じ
た必読書を設定する
ことで，本を読む習
慣をつけ，質の高い
本を読んでいる。

年間　次の数値以上
低学年は１５０冊
中学年は１００冊
高学年は８０冊 58% Ｂ

・読書に親しんでいる児
童とそうでない児童の二
極化が見られる。週４回
の朝読書の時間を確実
に保障するとともに委員
会からの働きかけや学
担の声かけを行い、読書
の習慣化を図っていく。

ア ★いじめや問題行
動の早期発見・早
期対応・事後の確
認，継続指導（観
察）を徹底する。

問題行動が起きる前
に，児童と積極的に
関わり，生徒指導主
事を中心としたチー
ム対応で家庭と連携
を図り，問題解決が
できるようにしてい
る。

教職員アンケートの結果
が９０％以上
S:「いじめはどんな理由
があってもいけないと思
う」「いじめをしていない」
が９０％以上
P：「学校のいじめの未然
防止や早期発見の取組
が伝わってくる」が８０％
以上

99% 93% 100% Ａ

・いじめの未然防止・早
期発見・早期対応のた
め、毎月のアンケートや
児童理解の会の継続と、
学校生活での児童の細
やかな見取りを意識して
行っていく。また、家庭と
の連携を図り、保護者と
のより良い関係づくりを
大切にする中で、お互い
の情報交換・共有を行っ
ていく。

イ あいさつを通して
他者との関わりを
持たせる。

家庭や地域であいさ
つする習慣が身につ
いている。
学校内でお客さんに
出会ったときにあい
さつができる。

三者のアンケートの評価
の割合が８０％以上
児童・教職員アンケート
の結果が９０％以上 96% 91% 91% 100% Ａ

・引き続き、あいさつをす
ることの意味や大切さに
ついて、集会や学活等の
機会を活用して、学年に
合わせた言葉や方法で
指導していく。また、児童
会と協力しながら、児童
が主体的にあいさつを広
めようとする活動が行え
るよう、指導や支援を
行っていく。

ウ ★配慮を要する児
童への指導や支援
の在り方について
児童理解の会等を
通して共通理解を
図る。

配慮を要する児童に
対して，組織的に取
り組めている。

教職員アンケートの結果
が９０％以上

100% Ａ

・配慮を要する児童への
指導や支援の仕方につ
いて教職員間で情報交
換を行い、日々の指導に
生かしていく。また、特別
支援教育や生徒指導に
関する校内研修会を計
画的に実施し、必要な知
識の習得や指導方法に
関する技術を学べるよう
にしていく。

エ 豊かな心をはぐく
む道徳教育の充実
を図る。

道徳の授業を通し
て，道徳的な判断
力，実践力が高まっ
ている。

S:「道徳の授業で，内容
項目について考えてい
る」が８０％以上
T：「道徳では，年間指導
計画に基づき，計画的に
授業を行っている」が１０
０％

88% 100% Ａ

・伝統文化や郷
土に関する単元
での授業実践で
は、GTを招き、
判断力や実践
力を高められる
ようにしていく。

養護教諭と連携し
て，食育や視力低下
防止の授業及び活
動を推進している。

児童・保護者アンケート
「朝食を食べている」が８
０％以上 99% 99% Ａ

「早寝・早起き・朝ご
飯」，または「視力低
下防止」を意識して
生活できる。

学校独自の「はっぴ～貯
金」の調査で就寝時刻を
守ることが５日間のうち４
日できたが８０％以上

89% Ａ

イ 「体力づくり１校１プ
ラン」による体力と
運動能力の向上を
図る。

各学年で，スポチャ
レに取り組んだり，
苦手種目を意識した
活動を取り入れてい
る。

教職員アンケートの実施
で８０％以上

100% Ａ

・スポチャレの結果を掲
示するなど、継続して取
り組みたくなる工夫をす
る。
・委員会のイベントに、体
力向上につながる内容を
盛り込む。

4

教職員
の働き
方改革
の推進

教
務
部

ア 業務の軽重，会議
や行事の精選を工
夫し，組織的運営
を推進する。（「四
協」で取り組む）

県全体で行っている
勤務時間調査にお
ける勤務時間が昨
年度を下回る。

勤務時間調査

Ｒ５
４７．３
‐８．７

Ａ

・特別時間割の活用によ
り、会議の開始時刻を早
めることができた。今後も
会議や行事を精選し、勤
務時間内の教材研究の
時間を確保する。

総合的な学習や生
活科等で地域の素
材や人材を生かした
授業を行っている

教職員アンケートの実施
で９０％以上

100% Ａ

総合的な学習や生
活科等で地域の学
習に楽しく取り組ん
でいる。

児童アンケートの実施で
８０％以上 96% Ａ

イ 「学校運営協議会」
の効果的な運用，
学校関係者評価を
生かした学校経営
を実施する。

家庭や地域との連
携に際し，積極的に
学校コーディネー
ターや学校運営協議
会を活用している。

教職員アンケートで８０％
以上
委員アンケートの実施で
８０％以上 100% Ａ

・学校運営協議会
で出た意見や評
価を基に、よりよ
い学校になるよう
に、取組を考え実
行していく。

取組内容

令和５年度　かほく市立大海小学校　学校評価　中間報告書

・今後も教育課程
と照らし合わせな
がら、効果的な活
用となるよう、計画
的に学校コーディ
ネーターと調整を
進めていく。

・若干名の朝食を食べて
いない児童には、声かけ
を行い、体調や体格の変
化にも気をつけながら様
子をみる。
・はっぴ～貯金で就寝時
刻や視力低下防止に関
する取組を継続する。
・よりよい生活習慣の定
着のため、保護者との連
携を大切にしていく。

2

ア

学
習
指
導
部

コミュニ
ティス
クール
事業の
推進

教
務
部

学
校
コ
ー
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ィ
ネ
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ー

3

いじ
め，不
登校や
問題構
造の未
然防止
と特別
支援教
育の充
実

家庭と連携し，生
活習慣の定着を図
る。（早寝・早起き・
朝ご飯，視力低
下）

5

ア

ア

経営目標

1

確かな
学力の
育成

学
習
指
導
部

生活習
慣の定
着と運
動能力
の向上

コロナの影
響で参加で
きない活動
が多かった
が、今後は
少しでも参加
したい。１０
月以降の相
撲大会やトン
ネルのライト
アップなどに
参加したい。

タブレット端
末の活用に
ついて、Ｂ評
価になってい
るが、評価の
根拠は何
か。週に３回
以上でＡ評
価になるとわ
かったが、
使った回数
よりも、授業
の中でどれ
だけ効果的
に使えたか
どうかを指標
にしていくと
よいのでは
ないか。

子ども同士
は仲がよい
と感じる。地
域でのあいさ
つについて
は、よいと感
じる人もいれ
ば、そうでな
いと感じる人
もいる。人そ
れぞれ性格
もある。挨拶
については、
あまり気にな
らないが、地
域であいさつ
できる子を引
き続き、育て
ていきたい。

早寝につい
て、昔は、宿
題を早めに済
ませて、９時ま
でに寝かせる
ことが当たり
前だったが、
時代の流れ
で、出来なく
なっていること
について理解
できる。

地域素材を生かし
た学習に積極的に
取り組む。

生
徒
指
導
部

保
健
安
全
部

「自ら考えるための
手立て」「学び合う
ための工夫」を研
究の重点とし，授
業改善に努める。


